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■
納
税
組
合
長
会
議
を
開
き
ま
し
た

　

　

８
月
１
日
、
町
役
場
で
納
税
組

合
長
会
議
を
開
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、　

年
に
わ
た
り
納

３５

税
組
合
長
を
務
め
ら
れ
た
西
村
行

認
さ
ん
（
根
雨
）、　

年
務
め
ら
れ

１５

た
梅
林
勤
さ
ん
（
金
持
）、
５
年
務

め
ら
れ
た
岩
本
真
喜
代
さ
ん
（
高

尾
）、
稲
田
巧
さ
ん
（
黒
坂
）
と
福

田
和
也
さ
ん
（
黒
坂
）
に
感
謝
状

を
贈
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
納
税
組
合
に
関
す
る

こ
と
、
町
税
な
ど
の
改
正
点
な
ど

に
つ
い
て
、
住
民
課
か
ら
次
の
と

お
り
説
明
し
ま
し
た
。

主な説明事項
 

①納税組合報奨金の率について、平成１９

年度は年度内納付１００㌫の組合は２.５㌫、

１００㌫未満の組合は０.７㌫となります。
　

②平成１８年度の徴税収納状況と平成１９

年度の徴税賦課状況についてそれぞれ説

明しました。
 

③町税などの主な改正点について

▼町県民税＝所得割の税率を１０㌫に統一

　　　　　　定率減税を廃止（７.５㌫→廃止 )

▼国民健康保険税＝医療分限度額を変更

　　　　　　　　　(５３万円→５６万円 )

町長から感謝状が贈られる

■詳しくは役場住民課 (電話７２－０３３３)まで

■教育委員会からのお知らせ

第８回町教育委員会開催

　８月３日、第８回の町教育委員会を開
き、報告や協議を行いました。

▼小中学校の耐震診断状況
　小中学校校舎の２次診断の状況を町の
ホームページで近いうちに公表するよう協
議しました。

▼町民ミュージカルの経過を報告
　町民ミュージカル実行委員会（田口享会
長）主催の町民ミュージカル「神々の詩」を、
１２月１６日（日）に公演します。
　事業費については、町や団体からの補助
金、町民ミュージカルを応援する１００人の会
の会費、入場料などを充てています。現在、
子どもから大人までの出演者３４人が練習に
汗を流しています。応援してください。

▼「白つつじの会」生田長江顕彰会
　昨年、とっとりの文化芸術探訪事業とし
て、貝原出身の文芸評論家・生田長江の講座
などを開いたところ多くの反響があり、こ
の顕彰事業を引き継ごうと「白つつじの会」
が結成されました。
　年に２回ぐらいの講座を考えています。
趣旨に賛同いただける人は町図書館（電話
７２－１３００）までお問合せください。

平
成　

年
度
海
上
保
安
大
学
校

１９

学
生
募
集

受
験
資
格
等　

昭
和　

年
４
月
２

６２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
等

学
校
、
中
等
教
育
学
校
卒
業
者
及

び
来
春
卒
業
見
込
み
の
人
。
高
等

専
門
学
校
の
第
３
学
年
修
了
者
及

び
来
春
修
了
見
込
み
の
人
。
高
等

学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
（
廃
止

前
の
大
学
入
学
資
格
検
定
を
含

む
）
合
格
者

採
用
予
定
数　

約　

人　
４５

受 
付 
期 
間　

８
月　

日
～
９
月

３０

　

日
１１

第
１
次
試
験
日　
　

月
３
日

１１

（
土
）・
４
日
（
日
）

第
１
次
試
験
地　

全
国　

か
所

３９

（
鳥
取
県
の
最
寄
り
の
試
験
地
は
、

米
子
市
、
神
戸
市
ま
た
は
広
島

市
）
試
験
方
法
（
第
１
次
試
験
）　

学
科

試
験
（
多
枝
選
択
式
）、
教
養
試
験

（
多
枝
選
択
式
）、
学
科
試
験
（
記

述
式
）

申
込
・
問
合
せ　

境
海
上
保
安
部

管
理
課
（
〒
６
８
４
‐
０
０
３
４

境
港
市
昭
和
町
９
‐
１
、
電
話
０

８
５
９
‐　

‐
２
５
３
２
）

４２

　

年
ぶ
り
中
国
大
会
へ

２２
　
　

レ
イ
ダ
ー
ス
県
代
表
に

　　

町
内
で
活
動
し
て
い
る
軟
式
野

球
チ
ー
ム
、
町
体
協
レ
イ
ダ
ー
ス

（
小
谷
順
万
代
表
）
が
、
９
月　
２８

日
か
ら　

日
ま
で
県
西
部
で
開
か

３０

れ
る
第　

回
中
国
五
県
軟
式
野
球

４０

大
会
に
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
県
西
部
地
区
予
選
で

の
成
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、

レ
イ
ダ
ー
ス
が
県
代
表
に
選
ば
れ

る
の
は　

年
ぶ
り
の
こ
と
。

２２

　

中
国
五
県
軟
式
野
球
大
会
は
、

米
子
市
民
球
場
（
米
子
市
）
と
西

伯
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク（
南
部
町
）

で
開
か
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
声
援

く
だ
さ
い
。　
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こ
れ
か
ら
2
回
に
わ
た
っ
て
日

野
病
院
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
で

あ
る
看
護
師
不
足
に
つ
い
て
お
話

し
い
た
し
ま
す
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
、
看
護
師
不

足
は
医
師
不
足
と
同
様
に
全
国
的

な
問
題
で
も
あ
り
ま
す
（
医
療
先

進
国
の
ア
メ
リ
カ
で
も
深
刻
な
状

況
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

世
界
的
な
問
題
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。
わ
が
国
に

お
け
る
看
護
師
不
足
の
主
な
原
因

と
し
て
は
、
病
床
数
の
多
さ
、
看

護
業
務
の
拡
大
、
離
職
率
の
上
昇
、

採
用
困
難
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
病
床
数
の
多
さ
：
表
１
に
示
し

ま
し
た
よ
う
に
、
日
本
の
人
口
あ

た
り
看
護
職
員
数
は
ほ
ぼ
世
界
標

準
に
あ
り
ま
す
が
、
病
床
数
は
世

界
標
準
の
２
～
５
倍
も
多
い
と
の

こ
と
で
す
。
す
な
わ
ち
、
日
本
の

看
護
職
員
は
他
の
先
進
国
に
比
較

し
て
数
倍
の
患
者
さ
ん
の
看
護
に

あ
た
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で

す
。

　

最
近
の
厚
生
労
働
省
の
医
療
改

革
は
こ
の
病
床
数
の
適
正
化
を
目

指
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め

医
療
費
や
在
院
日
数
の
削
減
（
政

策
目
標
）、
社
会
的
入
院
の
排
除

（
療
養
病
床
の
再
編
）、
医
療
施
設

間
の
連
携
と
集
約
化
（
医
療
計
画
）、

地
域
に
お
け
る
受
け
皿
の
整
備

（
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
）
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

②
看
護
業
務
の
拡
大
：
従
来
、
看

護
師
の
主
業
務
は
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド

で
患
者
さ
ん
の
ケ
ア
を
行
う
こ
と

で
し
た
。
最
近
に
な
り
、
医
療
の

高
度
化
・
複
雑
化
に
伴
う
医
療
電

子
機
器
の
取
り
扱
い
や
、
そ
れ
を

用
い
た
観
察
、
測
定
、
種
々
の
療

養
指
導
な
ど
の
業
務
が
加
わ
り
、

看
護
師
の
負
担
は
増
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
が
ん
治
療
の
分
野
な
ど
で

専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
必
要
と

す
る
診
療
介
助
も
必
要
と
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
１
９
９
６
年
に
は

専
門
看
護
師
・
認
定
看
護
師
制
度

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
看
護
師
の

労
働
条
件
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る

な
か
、
２
０
０
５
年
に
日
本
医
療

労
働
組
合
連
合
会
よ
り
衝
撃
的
な

「
看
護
職
員
の
労
働
実
態
調
査
」

結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

ま
と
め
を
図
1
に
示
し
ま
し
た
。

配
置
人
員
の
抜
本
改
善
を
は
じ
め

と
し
た
緊
急
対
策
の
必
要
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
離
職
率
の
上
昇
：
看
護
師
は
女

性
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
結
婚
、

出
産
、
配
偶
者
の
転
勤
な
ど
で
離

職
す
る
機
会
は
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
図
２
に
看
護
師
と
一
般
労
働

者
の
離
職
率
（
年
間
の
退
職
者
数

が
職
員
数
に
占
め
る
割
合
）
の
推

移
を
示
し
ま
し
た
。

　

数
年
前
ま
で
、
看
護
師
の
離
職

率
は
一
般
労
働
者
に
比
較
し
て
低

値
で
し
た
が
、
最
近
に
な
り
じ
わ

じ
わ
と
上
昇
し
、
２
０
０
４
年
に

は
一
般
労
働
者
並
の　

・
１
㌫
に

１３

達
し
て
い
ま
す
。
上
昇
の
理
由
は

明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
看

護
現
場
の
忙
し
さ
と
無
縁
で
は
な

い
と
思
わ
れ
ま
す
。
中
途
で
職
場

を
離
れ
た
看
護
師
の
職
場
復
帰
支

援
が
、
看
護
師
不
足
へ
の
対
策
の

1
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

④
採
用
困
難
：
看
護
師
の
需
要
と

供
給
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
指
摘
さ

れ
て
久
し
く
な
り
ま
す
。
厚
生
労

働
省
の
「
第
六
次
看
護
職
員
需
給

見
通
し
」を
み
て
も
、
こ
の
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
が
当
分
の
間
続
く
こ
と
は

明
ら
か
で
す
。
同
報
告
書
で
は
、

看
護
職
員
の
需
要
数
は
、
２
０
０

６
年
で
は
４
万
２
０
０
０
人
、
２

０
１
０
年
末
で
も
１
万
５
０
０
０

人
の
供
給
不
足
が
見
込
ま
れ
て
い

る
の
で
す
。
供
給
不
足
の
原
因
は

明
ら
か
で
、
厚
生
労
働
省
が
政
策

的
に
看
護
師
養
成
数
の
増
員
を
認

め
て
い
な
い
か
ら
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
、
い
わ
ば
絶
対
数

の
不
足
に
加
え
さ
ら
に
採
用
を
難

し
く
し
て
い
る
原
因
と
し
て
看
護

配
置
に
関
す
る
診
療
報
酬
上
の
改

定
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
看
護
師
を

従
来
よ
り
も
多
く
配
置
す
る
と
、

病
院
収
入
が
増
え
る
仕
組
み
に

な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
特

に
大
病
院
に
看
護
必
要
度
以
上
に

看
護
師
が
偏
在
す
る
可
能
性
が
出

て
き
ま
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
全
国
的
な
看

護
師
不
足
に
は
多
く
の
原
因
が
関

与
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の

な
か
に
は
地
方
の
一
病
院
が
ど
ん

な
に
頑
張
っ
て
も
解
決
で
き
な
い

も
の
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
看
護
師
の
確
保
や
定
着
に
つ

な
げ
る
た
め
に
個
々
の
病
院
で
労

働
環
境
や
雇
用
条
件
を
見
直
す
こ

と
は
可
能
で
す
。

　

次
回
は
、
日
野
病
院
に
お
け
る

看
護
師
不
足
の
現
状
と
、
私
た
ち

の
対
応
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

病
院
長
の
ひ
と
り
ご
と 

　
　
　
　
　
　
　

―
看
護
師
不
足
に
つ
い
て
① 
―

日野病院長　櫃田　豊

▼表１
平均
在院日数

人口千人あたり
看護職員数

病床百床あたり
看護職員数

人口千人あたり
病床数

国名

３６.４７.８
(２００２年 )

５４
(２００２年 )

１４.３日本

１０.９
(２００２年 )

９.７１０８.６
(２００２年 )

８.９
(２００２年 )

ドイツ

１３.４７.３
(２００２年 )

９１.１
(２００２年 )

７.７フランス

７.６９.７２２４
(２００２年 )

４.２イギリス

６.５７.９
(２００２年 )

２３３
(２００２年 )

３.３アメリカ

週刊医学会新聞第２６７５号より引用 (一部改変 )


